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ゴカイやヨコエビ類，貝類など泥底に生息する生物が

種，個体数共に優占していた． 
3.2 干潟域の生物及び底質の変化 

比較地点では生物種・個体数が 3ヵ月後まで減少し，

6 ヵ月後以降増加を見せた．強熱減量は 6 ヵ月後以降，

硫化物は 9 ヵ月後に高い値を示した．設置地点で 2 週

間後に生物の増加が見られた．このとき設置地点表層

の硫化物が減少していることから，人工巣穴によって

還元状態が緩和し，生物生息環境が改善されたと考え

られる．ノーマルタイプは 9 ヵ月後調査で軟体動物が

優占し，ガザミやアサリ，人工巣穴から剥離したと思

われるカキやフジツボなど個体が確認され，比較地点

との差異が見られた．メッシュタイプでは設置前，生

物が最も少なかったが，設置後に増加し，他地点で個

体数の減少が見られた 3 ヵ月後でも多くの種数が確認

された．種数のみを見ると最も効果のあったタイプと

いえるが，破損が見られた 6 ヵ月以降で増加は見られ

なかった．U 字タイプは，3 ヵ月後に硫化物の増加に伴

う個体数の減少があるものの，調査期間を通して生物

種数は維持されている．  

3.3 海域の生物及び底質の変化 

比較地点では生物の種数が安定しているものの，個

体数が減少する傾向にある．強熱減量は 6ヵ月後以降，

硫化物は 3 ヵ月後，6 ヵ月後と高い値を示した．メッシ

ュ及び U 字タイプは 6 ヵ月後以降，破損･流失がみら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れ，それ以降の結果で比較地点との差異は見られない．

一方，設置状態を保ったノーマルタイプでは，9 ヵ月後

に個体数の増加が見られた．これはサルボウの出現に

よるもので，サルボウの産卵時期が夏季であることか

ら，人工巣穴が稚貝の生育場として機能する波及効果

を示している．また，海域比較地点の硫化物が 3 ヵ月

後，6 ヵ月後と高い値を示すのに対し，同時期のノーマ

ル･U 字タイプでは好機的な環境が維持されている．メ

ッシュタイプでは 3ヵ月後までこの傾向が見られたが，

人工巣穴が破損した 6 ヵ月後には，有機物が増加し底

質の嫌気化を招いている．それに対して，ノーマルタ

イプでは，高い有機物量を有しながらも硫化物の発生

が抑えられており，底質への海水の輸送が還元状態を

緩和していることがわかる． 
４．まとめ 

タイプ別に変化は異なるが，干潟域で 2 週間後から

底生生物の種数･個体数の増加が見られ，海域では，夏

季に硫化物の発生を抑制する効果が確認された．また，

人工巣穴本体に貝や藻類が着生するなど波及的な効果

も確認できた．以上のような結果から，人工巣穴によ

る底質改善効果が期待できる． 
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図-3 生物の出現種数および総個体数(左:干潟域,右:海域)

図-4 表層の強熱減量及び硫化物 
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